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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

放射性セシウムは降下後時間の経過に伴い土壌に強く保持されることから、土壌からの経根吸収の程度は変化して

いくことが推測される。

このため、ブロッコリー、キュウリ、コマツナ、サツマイモ、エダマメの５品目の野菜における放射性セシウム吸収の経

年変化を調査した。

(1)同一ほ場で栽培した今回供試した野菜類では Cs濃度は年々減少した（図1）。
137

(2)可食部のTF値は、エダマメを除いて平成24年が平成23年を下回った。また、全ての品目で平成25年が平成23年

を下回り、0.00005～0.0037の範囲であった（図2）。

以上のことから、今回供試した野菜類における放射性セシウム濃度及びTF値は経年的に減少し、放射性セシウムの

吸収量は少なくなる。

２ 期待される効果

(1)野菜類の栽培においては、同一ほ場で栽培を行うと、年々放射性セシウムの吸収量は小さくなる可能性が高い。

３ 活用上の留意点

(1)３年間の試験結果である。

(2)同一ほ場で栽培した試験結果である。

(3)本試験の栽培後土壌の交換性カリ含量が20mg/100g乾土以上あることが前提である。



Ⅱ 具体的データ等

図１ 2011～2013年に生産された野菜類の可食部の Cs濃度の推移137

図２ 2011～2013年に生産された野菜類の可食部の Cs濃度のTF値137
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